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「ことばのカタチ展」の実施報告について 

 

１ 開催期間：2025 年 4 月 19 日（土）～6 月 22 日（日） 

 

２ 開催場所：町田市民文学館ことばらんど 2 階展示室 

 

３ 観覧者数：6,232 人／55 日間（１日平均：113.3 人） 

 

４ 協  力：天野慶、みっけ、幻冬舎、講談社、リイド社、 

ドリームボーイ 

 

５ 開催報告 

私たちは日々「ことば」に囲まれ「ことば」を消費して暮らしていま

す。SNS や WEB などでは顔の見えない「ことば」があふれています。こ

ういった時代に、日頃何気なく使っている「ことば」を改めて見つめ直

し、「ことば」への思いを共有できる機会として本展を開催しました。 

本展では特に若い世代に関心を持ってもらうために、展覧会メインビ

ジュアルを X で人気のデザイナー・みっけ氏に依頼しました。展示内容

も絵本やマンガ、図鑑など視覚的な資料をとりあげる一方で、詩をグラ

フィカルに展示したり、若い世代に人気のあるラップから「ことば」の

リズムを感じられるようにしたり、観覧者が互いの思いを共有できるコ

ーナーを設けるなど、様々な視点から「ことば」に迫りました。会期中

は 3 校の高校が校外学習で来館し、若い世代に「ことば」に思いを巡ら

す機会を提供することができました。 

展示とリンクした関連イベントでは、定員を超える応募があり、多く

の参加者に「ことば」を楽しんでいただけました。また、展示会場だけ

でなく SNS 上でも「ことば」に触れる場を設け、短歌アプリ「57577」と

のコラボによる短歌募集を実施し、3 回の募集で 2,476 首が集まりまし

た。 

 

（１）  関連事業 

実施日 タイトル 参加人数 

4 月 19 日 
オープニングトークショー 

「ことばのカタチを語る」 
80 人 

5 月 3 日 演劇 WS「Let’s PLAY」 17 人 
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5 月 10 日 ラップ WS「Let’s RAP」 28 人 

5 月 18 日  
講演会「ことばの意味と辞典の意味 

―広辞苑づくりの現場から」 
72 人 

6 月 7 日 創作 WS「Let’s ことば」 34 人 

6 月 14 日 詩作 WS「Let’s 新聞詩」 20 人 

5 月 1 日 

5 月 31 日 

6 月 18 日 

展示解説 

7 人 

6 人 

9 人 

4 月 12 日～21 日 

4 月 22～5 月 12 日 

5 月 13 日～6 月 2 日 

短歌募集 

（短歌アプリ「57577」とのコラボ

企画） 

677 首 

876 首 

923 首 

会期中 
みんなのことば 

こころのことば 

465 枚 

490 枚 

 

（２）資料 

絵本原画、マンガ原画、詩稿、書籍、ラップ映像等 約 150 点 

 

（３）  パブリシティ 

・朝日新聞や東京新聞に展覧会情報が掲載されたほか、イッツコムの

取材を 3 回受けました。 

・みっけ氏や天野慶氏、KENTHE390 氏、短歌アプリ「57577」主宰者等

の展覧会関係者が積極的に SNS で発信してくださり、「ことば」に関

心の高い人へ直接的に情報発信できました。 

 

（４）  来館者アンケート  

年代は 20 代・50 代が 20.9%ともっとも高く、次いで 30 代（14.7%）、

40 代（12.8%）となり、ターゲット層とした 20～40 代が約半数を占め

ました。居住地では町田市が 34.4%と最も高く、相模原市や横浜市、

川崎市、八王子の近隣地域と合わせて半数以上となりました。来館回

数は、4 回以上のリピーターが 35.5%と高く、当館に関心をもってい

る方が多く足を運んだと思われます。広報媒体ではポスターチラシが

40%で、みっけ氏のデザインが展覧会への関心を喚起したと考えられ

ます。満足度は 96.3%の方から満足の評価を得ることができました。 
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■アンケート集計より 

【感想】 

・みっけさんのインスタをフォローしていて、この展示を知りました。

言葉を可視化したらどうなるのか？のイメージが膨らみ面白かった

です。（30 代） 

・視覚的にことばを楽しむことができました。（10 代） 

・詩の紹介や、そっと打ち明けたい言葉の掲示板がよかった。生活の中

でバカにされてしまうことでも、大切にしたいと思う人がちゃんとい

ることが素敵だと思った。（10 代） 

・もともと言葉というものが大好きでしたが、さらに深く向き合うきっ

かけに、また考えの幅を広げる機会になりました。（20 代） 

・今の自分に刺さるような言葉と出会えてうれしかったです。（30 代） 

・言葉の広く深い深い海をたっぷりと冒険させてもらった感覚で大満足

以上です。ことばを大切にすることで、私は私を大切にしてきたんだ、

と気がつき涙がこぼれました。（30 代） 

【集計結果】 
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■展示会場風景 

 

入り口付近  

第 2 章／ことばの本質  

第 1 章／ことばとは？  

第 4 章／多彩なことば  

「みんなのことば」「こころのことば」  


